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石組潟と土器廃棄土坑 (北西から)

2006年度調査区

，p.-ー 石組遺構

土器埋設遺梢

土器廃棄土坑

2007年度調査区

今回の調査区

2005年度調査区
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調査区全景 (北から) 石敷 (南東から)



|土器廃棄土坑 (7世紀中頃南東から)

甘橿E東麗遺跡の聞董 11・幣 l主は、 JI~ ，(~川の l'liJ苧にある標尚

145mほどの任|唆で、)，';JIJt~ には多数の行が表IJ まれ阪維な地形

となっています。r11 本 llF紀j には、 '~lW' 反日3年 (644 ) こ
の丘に通手投蝦 J~ ..人出掛rが家をたてたことが記されていま

す。i立跡は 、 任の点l十j飽にある谷のひとつに位置します。

1994年の品売で、 7111:紀'11頃の焼 1:・焼けた峨上 ・炭化した

木材・多数の I:~:-fなどを合む 1-)刊が雌認されました。 その後、

公!吋整備を契機として2005年度からは継続的な調査を実施し

ています 2006年度には 7111:紀前'1<'の行制を約15mにわたっ

て検出し、この行が711t紀のliijlからぶにかけて大焼棋な造

成を繰り返しながら縦私的に利川されていた線千が明らかに

なりました 2007年!立の，J.'J1tでは作の奥部に拘!立柱建物が組

数illてられていたことが・|サJ19 Jしています こうした調作から、

古殿や。|淀の立ち、i伝ぷ }I~XJ の'1 1心部に汁し 、 周辺の丘陵制却

での 1:地平IJ川の・端がIYJらかになってきました。

今lu l の i~I，J1f.では 、イ i.h(がどのように続いていくのかを雌認

することと、 j立跡の点jJji~ilの ;11\ i.比を I YJ らかにすることを ì~ な

11 1'1<) としています『訓1f.は2()0811~ 12) J 1 711 か ら B~Mì し、収イ1:

も制定統'1'です 訓1f.lfIi打(は1.150mです。

甘樫丘東緩遺跡 (飛鳥藤原第157次調査現地見学会資料)

2009.6.21 

土器埋設遺悩 (7世紀末-8世紀初頭 ・南から)

令回の調査成果 これまでの調査!反応とIfiJ様に、 1:地のj主成

をif(ねながら7111:紀の|泊、1'.から繰り返し 1-.地利川 を行ってい

る掠rを知ることができました。

7世紀前半~中頃 j立跡の'1'央にあった存筋の以;~~:に大き fl

のイiを悩み、イi.h(を築きます 今同の調子tではイiNの途切れ

る Iti端を冊:d し 、 2ooMP:，rの調査と合わせて全長3~mにわた

るものであることがIVJらかになりました このイi.hiは7111:紀

中引に行とともに、大胤十~な整地によってJlRめ \tてられてい

ます 訓1f.lllti~!隅の山寄りのところでは、幅 1.5 ~ 3mのイi

e肢を検mしました 111側に絃取りとなる行を並べ、谷側には

抗議lの摘をめぐらせています また、i調査医北端にある 1:~:;. 

出来 1:坑からは50点をこえる l:Mi持 ・ ~f!忠((，~が/HL:しました

7世紀後半 以さ 1 2m以上.に及ぶ行組i梓が、ほぽ1"(線に ~tl'4

からけj~!に，改けられています 側行は多くが抜き取られてい

ますがi"J}J;tイiを3イi‘i伝べたJj(uが残っていましたの

7世紀末-8世紀初頭(蹟原宮期) イ7組械の点ft!IJで検n'，し
た 1:加のJIIt，;~ jrHIIJ~があります。 制JU:持の杯に誌をかぶせ火を

i~11 って j -mに Jt l!.めでありました。 カ1跡の可能性のある焼rt 1'. 

の1(liやイ[制l.iil榊もこのH利引のものと号えられます
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